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研究成果の概要（和文）： 

全国の農山村で展開されている様々な都市農山村交流が成功する条件を明らかにするため、

フィールドワークを通じた実証的研究、および数理モデルを利用した理論的研究を行った。お

もな調査地は宮崎県高千穂町である。現地に代々つたわる民俗芸能である神楽が、地元住民と

都市住民が協力して維持活性化している様子を参与観察の手法で明らかにした。エージェン

ト・ベース・モデルに基づいた計算機実験をおこない、地域間を移動した経験のあるエージェ

ントが仲介者となって交流事業の成功に寄与する可能性を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

In this project, I did fieldwork study and theoretical study in order to clarify the conditions in which 

communications between urban-mountainous do well. The main study site was Takachiho-cho, 

Miyazaki prefecture. By participatory observation I showed that local residents cooperate with urban 

tourists to flourish their traditional folk arts, kagura. I also constructed an agent-based model which 

clarified the possibility in which moving agents contribute well to forming a cooperative relation 

between different groups. 
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１．研究開始当初の背景 

日本全国の農山村で過疎高齢化に伴う

様々な弊害が深刻化している。対策の一環

として都市農山村交流による、農山村の活

性化が期待されている。しかし、交流事業

の多くで、都市住民と農山村住民の価値観

の違いに伴うトラブルが頻発しており、事

業を成功させるのは容易ではない。交流事

業が成功するための条件を明らかにする

ことで、過疎高齢化対策になるだけでなく、

都市住民の新しいライフスタイルを展望

することにも繋がる。 

 

２．研究の目的 

１） 農山村で維持されてきた民俗芸能が、

地元住民と都市からの観光客との共同

によって活性化している仕組みを明ら

かにする。 

２） 数理モデルを構築し、どのような条

件の下に異なるグループ間の協力関係

が構築維持されるかを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

１） 宮崎県高千穂町で調査をおこなった。

11 地区の神楽への参与観察をおこない、

神楽が住民と観光客の共同で展開して

いる様子を調べた。神楽の舞手、観光客

に対して聞き取り調査をおこなった。 

２） エージェント・ベース・モデルを構

築した。エージェントは集団内で相互作

用するが、そのような幾つもの集団間を

自由に移動することもできるようにし

た。 

 

４．研究成果 

１） 宮崎県高千穂町の神楽は、1970 年代

ごろから観光化が進んだ。いったんはそ

のために真正性を失いつつあったが、当

時の若い担い手が昔ながらの神楽の意

義を観光客との交流の中で再発見し、現

在では古い神楽の温故知新をおこなっ

ている。別の地域では、観光客との交流

を経て、地域独自の神楽の意義を再発見

している。観光客の中には、自分たちの

お気に入りの地区の神楽を盛りたてる

ことに意識的なものが少なくない。この

ように、ふだんは別の地域で暮らしてい

る地元住民と都市住民が、神楽を通じた

交流をおこない、それによって地域の境

界を越えた拡大コミュニティをつくっ

ている。拡大コミュニティの意義をグロ

ーバリゼーションにおける新たなライ

フスタイルとして位置づけた。 

図：舞手・住民・観光客が共同したコミュニ

ティを示す仮説４が支持された。 

 

２） エージェント・ベース・モデルの先行

研究では、人々が相互作用と移動を繰り返

すことで、似た人間同士が集まり、互いに

異なった人間が排除しあい別のグループ

が産み出されることが予測されていた。し

かし、周囲に似た人間がいない場合に遠距

離に移動し続ける特殊なエージェントを

導入すると、彼らが異なる人々を仲介する

ようになり、全体として大きな集団ができ



 

 

あがることが明らかになった。 

図：移動するエージェントがいることで、

時間が経過するにつれて集団サイズが巨

大化する。 
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